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第２節　　　社　　　会

第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考え方
⑴　地域の実態を生かす
　 　地域の実態を指導計画に生かすことで、「社会に開かれた教育課程」の具現化を図り、児童が
興味・関心をもって学習に取り組めるようにすることが大切である。指導計画における地域の位
置付けについては、自分たちの市町村や県を中心とした地域に密着した第３学年及び第４学年と、
我が国の国土や産業、政治の働きや歴史上の主な事象、グローバル化する世界と日本の役割につ
いての理解を深める第５学年及び第６学年との違いに十分配慮する。また、第５学年及び第６学
年の学習においては、地域教材を取り上げた学習が、単に地域社会の学習にとどまることのない
ように、指導計画への位置付け方を工夫する必要がある。
⑵　社会的事象の見方・考え方を働かせる
　 　社会的事象の見方・考え方とは、社会的事象の特色や意味などを考えたり、社会に見られる課
題を把握して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断したりする際の「視点や方法」
であり、育成すべき資質・能力の全てに関わるものである。指導計画の作成に当たっては、「位
置や空間的な広がり」、「時期や時間の経過」、「事象や人々の相互関係」などの視点に着目して社
会的事象を捉え、「比較・分類したり総合したり、地域の人々や国民の生活と関連付けたり」す
る、考える学習活動を重視した指導計画を作成することが大切である。
⑶　問題解決的な学習過程の充実を図る
　 　公民としての資質・能力の基礎は、児童が学習の問題を追究・解決する活動を通して育成され
るものであることから、問題解決的な学習過程の一層の充実が求められる。問題解決的な学習と
は、単元などにおける学習問題を設定し、諸資料や調査活動などで調べ、社会的事象の特色や相
互の関連、意味を考えたり、社会に見られる課題の解決に向けて、社会への関わり方を選択・判
断したりして表現し、社会生活について理解したり、社会への関心を高めたりする学習などを指
している。特に、社会への関わり方を選択・判断する活動が「内容の取扱い」に位置付けられて
いる単元については、指導計画に確実に反映させる必要がある。
⑷　小・中学校の系統性を踏まえる
　 　公民としての資質・能力とは、選挙権を有する18歳に求められる「広い視野に立ち，グロ－
バル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な資
質・能力」であり、小・中・高等学校を通じて育成されるものである。小・中学校社会科は、い
ずれも「公民としての資質・能力の基礎」の育成を目標としているが、小学校社会科から中学校
社会科へ接続・発展するものであることから、小・中学校の系統性を踏まえて指導計画を作成す
る必要がある。その際、小学校学習指導要領解説社会編巻末資料「小・中学校社会科において
育成を目指す資質・能力」及び「小・中学校社会科における内容の枠組みと対象」等を参考に、
小学校社会科の特色を捉え、中学校社会科への見通しをもつことが大切である。
２　指導計画作成の一般的な手順
　校内組織の確立を図り、組織全体で進めることが大切である。以下、一般的な手順を示す。
⑴ 　「小学校学習指導要領第１章総則、第２章第２節　社会」を踏まえ、「小学校学習指導要領解
説社会編」を参考にして社会科の目標と内容を正しく押さえる。また、本書を具体的に検討し、
指導計画作成に適切に生かすようにする。
⑵　地域や学校、児童の実態を把握するとともに、学校教育目標との関連を図る。
⑶　教科書や地域の副読本の内容や活用の仕方について検討する。
⑷　本節の「第２　指導計画作成のための資料」を十分活用し、指導計画を作成する。
⑸　実践に基づき指導計画を見直し、改善を図る。
３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項
⑴　「特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童への指導」の視点
　 　社会科の目標や内容の趣旨、学習活動のねらいを踏まえ、学習内容の変更や学習活動の代替を
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安易に行うことのないようにする。さらに、社会的事象に興味・関心がもてない場合や、情報の
取り出しや読み取りが困難な場合など、それぞれの学習過程で生じる困難さに応じた指導内容や
指導方法の工夫を計画的、組織的に行う。
⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点
　　指導計画作成に当たり、次の三つに配慮する。
　ア 　主体的な学びについては、児童が問題解決への見通しをもったり、振り返ったりするととも
に、学んだことを生活に生かすよう、学習過程を工夫すること。

　イ 　対話的な学びについては、話合いや討論、聞き取りなどの活動の充実を通して、社会的事象
の特色や意味などを多角的に考えることができるようにすること。

　ウ 　主体的・対話的な学びを深い学びにつなげるよう、児童が社会的事象の見方・考え方を働か
せ、具体的な事実や概念などに関する知識を獲得できるよう、問題解決的な学習を展開するこ
とや、社会への関わり方を選択・判断する活動を重視すること。

 ※「第２－２　各学年の年間指導計画例」の表中に、選択・判断を示した。
⑶　「教科等横断的」な視点
　 　教科等の枠を超えた資質・能力の育成が求められることに留意して、教科等横断的な内容や学
習の充実を、社会科にどう反映させていくかを考えたとき、社会科としての問題解決や社会的事
象の見方・考え方などを踏まえて、適切に社会科に位置付けることが大切である。
⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点
　 　地域の実態を把握し、児童が興味・関心をもって学習に取り組めるよう、学校外の人的・物的
資源を位置付けた指導計画を作成するとともに、児童が社会との関わりを意識して課題を追究し
たり解決したりできるよう、学習過程を工夫する。
⑸　「道徳教育の充実」の視点
　 　次のような社会科と道徳教育との関連を明確にする。
　ア 　地域社会に対する誇りと愛情、我が国の国土と歴史に対する愛情を涵養することは、伝統と
文化を尊重し、我が国と郷土を愛することにつながるということ。

　イ 　公民としての資質・能力の基礎を養うことは、主として集団や社会との関わりに関する内容
などと密接に関係するということ。

　ウ 　社会科で扱う教材を道徳科に活用したり、道徳科で取り上げたことに関係のある内容や教材
を社会科で扱ったりすることで、両者が相互に効果を高め合うようにする。

⑹　「教科用図書『地図』（地図帳）の活用」の視点
　 　地図帳への親しみをもたせ、問題解決のための資料として活用する技能や意欲を育てるように
するために、日常における社会科学習において、第３学年から第６学年全ての学年で、折に触れ、
活用の仕方などについて指導する。
⑺　「地域の素材の教材化」の視点
　 　児童が興味・関心をもって学習に取り組めるよう、地域の実態を生かし地域の素材を教材化し
たり、地域の人材を積極的に活用したりすることなどに配慮する。
⑻　「具体的な体験を伴う学習やそれに基づく表現活動、言語活動の充実等」の視点
　 　児童が社会的事象を適切に把握できるよう、実物や本物に触れられるようにする。また、観察
や見学等によって分かったことや考えたことなどを適切に表現する活動に留意する。さらに、論
理的に説明したり、議論したりするなど言語活動に関わる学習を重視する。
⑼　「内容の配列や授業時数の配分」の視点
　 　取り上げる事例に重複や偏りが生じないよう配列するとともに、事例を取り上げる際に内容に
重点化や軽重をつけることにより授業時数の配分に留意し、効果的に作成する。
⑽　「内容の枠組み等の整理」の視点
　　指導計画作成に当たり、中学校との接続・発展を視野に、内容の枠組みや対象に留意する。
　ア　内容の枠組みは、地理、歴史、現代社会の三つに区分される。
　イ　対象は次のように区分される。
　　ア　地理及び歴史については、空間的な広がりを念頭において地域、日本及び世界とした。
　　イ　現代社会については、経済・産業、政治及び国際関係とした。
 ※「第２－１　各学年の内容構成に当たっての留意点」の表中に、【枠組み－対象】を示した。



― 50 ―

第２　指導計画作成のための資料

１　各学年の目標及び内容構成に当たっての留意点
〔第３学年〕
⑴　目標　

⑵　内容構成に当たっての留意点
　 　以下の内容を取り上げ、自分たちの市町村を中心とした地域の社会生活を総合的に理解できる
ようにするとともに、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚を養うように
する。

※ 　「第１－３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項の内
容⑽」を踏まえ、下の⑵の表中に、【枠組み－対象】を示した。
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〔第４学年〕
⑴　目標　

⑵　内容及び内容構成に当たっての留意点
　 　以下の内容を取り上げ、埼玉県を中心とした地域の社会生活を総合的に理解できるようにする
とともに、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚を養うようにする。

※ 　「第１－３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項の内
容⑽」を踏まえ、下の⑵の表中に、【枠組み－対象】を示した。
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〔第５学年〕
⑴　目標　

⑵　内容及び内容構成に当たっての留意点
　 　以下の内容を取り上げ、我が国の国土と産業の様子や特色を総合的に理解できるようにすると
ともに、我が国の国土に対する愛情、我が国の産業の発展を願い我が国の将来を担う国民として
の自覚を養うようにする。

※　「第１－３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項の内
容⑽」を踏まえ、下の⑵の表中に、【枠組み－対象】を示した。
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〔第６学年〕
⑴　目標　

⑵　内容及び内容構成に当たっての留意点
　 　以下の内容を取り上げ、我が国の政治の働きや歴史、我が国と関係の深い国の生活やグローバ
ル化する国際社会における我が国の役割について理解できるようにするとともに、我が国の歴史
や伝統を大切にして国を愛する心情、我が国の将来を担う国民としての自覚や平和を願う日本人
として世界の国々の人々と共に生きることの大切さについての自覚を養うようにする。

※　「第１－３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項の内
容⑽」を踏まえ、下の⑵の表中に、【枠組み－対象】を示した。
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２　各学年の年間指導計画例

⑴　第３学年　
　 　第３学年では、市を中心とする地域社会に関する内容を取り上げる。これまでの「古くから残
る暮らしにかかわる道具、それを使っていたころの暮らしの様子」に関する内容が「市の様子の
移り変わり」に関する内容に改められた。指導計画作成に当たっては、内容⑴を学年の導入で扱
い、「自分たちの市」に重点を置くようにする。また、内容⑵及び内容⑷で取り上げる事例につ
いては、地域の実態に応じた学習展開等に留意し、各学校で適切に選択して取り上げる。

※「第１－３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項⑵」の内容を踏まえ、表中に、 　　　　　 を示した。
※単元を行う時期については、１～３学期をそれぞれ12週、13週、10週として、これまでの実践を基に配置した参考例である。

選択・判断
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⑵　第４学年　
　 　第４学年では、県を中心とする地域社会に関する内容を取り上げる。これまでの「県の様子」
の学習が、地理的な学習の「県の様子」と具体的な特色について学習する「県内の特色ある地
域」に分かれ、「県内の特色ある地域」の学習内容に、「国際交流に取り組んでいる地域」が加わっ
た。また、「地域の安全を守る働き」に関する内容の「自然災害」が「自然災害から人々を守る活
動」として独立した。指導計画作成に当たっては、社会への関わり方を選択・判断する活動や、
市を中心とする学習の第３学年と国土を中心とする学習の第５学年との関連などに留意する。

※「第１－３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項⑵」の内容を踏まえ、表中に、 　　　　　 を示した。
※単元を行う時期については、１～３学期をそれぞれ12週、13週、10週として、これまでの実践を基に配置した参考例である。

選択・判断
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⑶　第５学年　
　 　第５学年では、我が国の国土や産業に関する内容を取り上げる。主な内容構成の改善点として、
内容⑶ウ「貿易や運輸」、内容⑸「我が国の国土の自然環境と国民生活の関連」が独立し、これ
までの社会の情報化に関する内容が、内容⑷「情報を生かして発展する産業」に改められ、産業
学習として位置付けられた。
　 　指導計画作成に当たっては、国土の特色について扱う大単元を最初の単元として第５学年の学
習の基礎として位置付け、最終単元において国土や環境の保全について自分の願いや自分にでき
ることを考え、選択・判断し、表現する活動を取り入れるようにする。

※「第１－３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項⑵」の内容を踏まえ、表中に、 　　　　　 を示した。
※単元を行う時期については、１～３学期をそれぞれ12週、13週、10週として、これまでの実践を基に配置した参考例である。

選択・判断
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⑷　第６学年　
　 　第６学年では、我が国の政治と歴史、国際理解に関する内容を取り上げる。政治に関する学習
では、政治の働きへの関心を高めることを重視して、日本国憲法や国の政治に関する内容を先に
学習するよう順序が改められた。指導計画作成に当たっては、児童の関心や地域の実態に応じて
事例を選択し、具体的に調べられるようにする。
　 　歴史に関する学習では、「日本風の文化が生まれたこと」「戦国の世が統一されたこと」が新た
に独立して示された。また、「オリンピック ･パラリンピック」や「歌川広重」など、名称の表
記がいくつか改められた。指導計画作成に当たっては、人物の働きと文化遺産を中心に学習が展
開されるようにし、重点的に扱うものと関連的に扱うものを明確にして、授業時数に軽重を付け
るなど、歴史上の主な事象の取り上げ方を工夫する。
　 　国際理解に関する学習では、「国際交流」が他国の文化や習慣を理解することに重要であるこ
とから、「日本とつながりの深い国の人々の生活」に移行された。指導計画作成に当たっては、
外国語科の学習などとの関連を図り、外国人や青年海外協力隊の元隊員などから話を聞いたり、
児童が調べた国について相互に交流し合う活動を取り入れたりするなど、学習が具体的に展開で
きるようにする。

※「第１－３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項⑵」の内容を踏まえ、表中に、 　　　　　 を示した。
※単元を行う時期については、１～３学期をそれぞれ12週、13週、10週として、これまでの実践を基に配置した参考例である。

選択・判断

68
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３　単元など内容や時間のまとまりを見通した指導計画の作成
　 　問題解決的な学習を充実させるために、単元など内容や時間のまとまりを見通して、学習活動
を構成することが大切である。例えば、次のような学習過程が考えられる。
　◎　主な学習過程の例

　◎　指導計画作成のポイント
　　○ 　学習の見通しを立てる場面や、対話によって自分の考えを深める場面、学習したことを振

り返る場面など、具体的な学習場面を単元のどこに設定するかといった視点で、学習活動を
構成する。

　　○ 　児童や学校の実態に応じ、具体的な体験を伴う学習やそれに基づく表現活動など、多様な
学習活動を組み合わせる。

　　○ 　主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進めるため、社会的事象の見方・
考え方を習得・活用・探究という学びの中で働かせ、より質の高い、深い学びにつなげる。

４　１単位時間の指導計画の作成
　 　作成した単元など内容や時間のまとまりの指導計画を踏まえ、学習場面（導入・展開・まとめ）
に応じた１単位時間の具体的な活動を構成する。例えば、次のような授業の展開が考えられる。
　◎　学習問題をつくる場面（「つかむ」）の例

　◎　指導計画作成のポイント
　　○ 　「～することを通して、・・・を身に付けることができるようにする。そのために△△△

する。」というように、学習活動と学習内容、指導の工夫を連動させる。
　　○ 　学習内容を明らかにして、より良い学習活動を考える。その際、指導の工夫は、例えば

「（教師が）～することで、（児童が）～できるようにする。」など、具体的な手立てを設定する。
　　○ 　社会的事象の見方・考え方について、具体的にどのような見方・考え方を、どのようにし

て働かせるのかを明確にする。（※1：表中【空間的な見方・考え方】）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 
 


